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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和７年９月２６日（金）  

 

２ 確認箇所 

  ・固体廃棄物貯蔵庫第１０棟（図１） 

  ・Ｄタンクエリア（図１） 

 

３ 確認項目 

（１）固体廃棄物貯蔵庫第１０棟の運用状況 

（２）Ｄタンクエリア連結弁への駆動部設置状況 

 

４ 確認結果の概要 

（１）固体廃棄物貯蔵庫第１０棟の運用状況 

廃炉作業から発生する瓦礫類の屋外一時保管を解消するため、固体廃棄物貯蔵

庫第１０棟が設置・運用されている。 

第１０棟はＡ棟、Ｂ棟及びＣ棟の３棟で構成されており、第１０－Ａ棟は令和

６年８月２３日から、第１０－Ｂ棟は令和６年１０月２９日から、第１０－Ｃ棟

は令和７年５月１５日から運用が開始されている。東京電力によれば各棟のハー

フハイトコンテナは１２×９段積みで保管するとのことであり、遮蔽のため、表

面線量率が高いコンテナは中心に設置する他、コンテナ設置後、最上部に遮蔽蓋

を設置するとのことである。 

本日は、当該貯蔵庫における運用状況及び廃棄物の保管管理状況について確認

を行った。（前回確認：令和７年５月２２日） 

・各棟は施錠されており、コンテナの搬入作業の実施はなかった。（写真１） 

・貯蔵庫周辺に１０ｆｔハーフハイトコンテナ及び２０ｆｔハーフハイトコンテ

ナが複数仮置きされていた。（写真２） 

・確認した範囲において、コンテナの腐食や廃棄物の飛散・流出等の異常は見受

けられなかった。 

 

（２）Ｄタンクエリア連結弁への駆動部設置状況 

Ｄタンクエリアでは、令和３年２月１３日及び令和４年３月１６日に発生した

本県沖を震源とする地震によってタンクが滑動し、タンク同士を接続する連結管

の一部でメーカー推奨値を超える変位が生じた。東京電力は、漏えい防止の観点

から、貯留用のタンクについて当該連結管を取り外し、連結弁に閉止フランジを

取り付ける措置を講じており、運用上タンク同士を接続する必要のあるタンクに

ついては、地震時に自動で連結弁を「開」から「閉」にする駆動部を設置する措

置が講じられた。 

本日は、連結弁に設置された駆動部の設置状況を確認した。（前回確認：令和

６年３月２１日）（写真３） 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/695851.pdf
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/625260.pdf
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/625260.pdf
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・エリア内の４１基のうち９基のタンク間（計７カ所）に駆動部が設置されてい

た。（写真４） 

・駆動部を確認したところ、７箇所とも連結弁は「開」となっていた。（写真

５） 

・エリア内に地震計が設置されており、地震計の周りは接近注意の掲示があるな

ど、設備への接触等を防ぐための措置が講じられていた。（写真６） 

・確認した範囲において、タンクや関連設備の破損等の異常は確認されなかっ

た。 

 
（図１）福島第一原子力発電所構内概略図 

 

 

 

（写真１） 

固体廃棄物貯蔵庫概観 

 

 

（写真２） 

コンテナの状況 
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（写真３） 

Ｄタンクエリアの概観 

 

 

（写真４） 

駆動部設置状況 

 

 

（写真５） 

駆動部の弁表示状況 

（全開ランプが点灯している） 

 

 

（写真６） 

地震計の設置状況 

 

５ プラント関連パラメータ等確認 

  本日確認したデータについて、異常値は確認されなかった。

 

全開ランプ（点灯） 

全閉ランプ（消灯） 

地震計 

接近禁止

の区画 


